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1 はじめに

我々は，多言語ブログ検索システムの開発を行って

おり，その為の言語資源として Wikipedia[1]を用い

る。Wikipediaの特徴の一つに言語間リンクがあり，

各項目の著者や編者は，他の言語版Wikipediaの同一

項目へのリンクを設定できる。本研究では，言語間リ

ンクから多言語対訳辞書を構築する。

　本稿では，我々がWikipediaの言語間リンクを分析

して得た接続パタンを示し，言語間リンク情報に基づ

くキーワードの多言語対訳システムを紹介する。

　本稿の構成は次の通りである。2では，言語間リン

クの分析結果を報告する。3では，キーワードの多言

語対訳システムを紹介する。4では，まとめと今後の

課題について述べる。

2 言語間リンクの接続状態に関する分析

本節では，(1) 使用したデータ，(2) 分析から得られ

た言語間リンクのパタンについて述べる。

2.1 Wikipediaデータ

表 1 に，日本語版 (2007/10/13)，中国語版

(2007/10/14)，韓国語版 (2007/10/11)，英語版

(2007/10/18)から抽出した項目数および全言語を対

象とする言語間リンク数を示す。また，図 1に 4言語

間における言語間リンク数と各接続の割合を示す。

　尚，Geser[3] は言語間リンクの時系列変化に注目

して分析しているが，本研究では，言語間リンクの

接続状態に注目して分析を行う。

2.2 言語間リンクの接続パターン

我々は，言語間リンクの接続状態を，図 2に示す 5

パタンに分類した。我々の分析では，92%が Pattern

C の互いに対訳抽出可能なパタンに分類された (表 2

参照)。

Pattern A (単方向リンク) Pattern Aは言語 Aか

ら言語 Bへの一方通行の状態である。
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表 1: 言語間リンクを持つ項目数

項目数 (括弧内は言語間

リンクを持つ項目数)
全言語を対象とする
言語間リンク数

英
5,836,167

(895,235 (15%)) 4,072,516

日
808,514

(211,390 (26%)) 2,050,491

中
352,533

(122,226 (35%)) 1,536,757

韓
93,850

(54,797 (58%)) 1,061,280

Pattern B (三角リンク) Pattern Bは言語Aと言語

Bの接続先が一致しない状態である。

Pattern C (相互リンク) Pattern Cは言語 Aと言

語 Bの接続先が一致し，互いに対訳が抽出可能

な状態である。

Pattern D (無効リンク) Pattern Dは言語 Aから

言語 Bへのリンクを持つが，言語 Bからは言語

Aの存在しない項目へリンクしている状態である。

Pattern E (ミスリンク) Pattern Eは言語Aから言

語 Bの存在しない項目へリンクしている状態で

ある。

我々は次の手法によって，約 1%(約 9千語)対訳抽

出率を改善した。まず，Pattern Aを 2つに分類する

(図 3参照)。Pattern A-1にはリダイレクト設定があ

り，言語間リンクを持つ他の項目に接続する可能性が

ある。このパタンは Pattern A の 26%である。その

中で，Pattern A-1-4は間接的な相互リンクの状態に

あり, 互いに対訳抽出可能である。Pattern A-1の内

44%が Pattern A-1-4である。よって，Pattern A の

約 11%(26%中の 44%)は互いに対訳抽出可能となる。

Pattern Bについては，約 31%が Pattern B-1に分

類され (図 4参照)，Pattern B-1-2の間接的な相互リ

ンクの割合は 89%であった。よって，Pattern Bの約

28%(31%中の 89%)は互いに対訳抽出が可能になる。

　このように，言語間リンクの多くは互いに対訳抽出

が可能であり，多言語対訳辞書の構築が可能である。

3 キーワードの多言語対訳システム

我々は,Wikipediaの言語間リンクを可視化するシス

テムを構築した。利用者は，図 5のように同義語や他

の言語の対訳候補を視覚的に確認可能である。例では，



図 1: ４言語間の接続割合 (ノード内の数値は 4言語

に限定した場合の各言語のリンク数)

図 2: 言語間リンクの基本パターン

図 3: Pattern Aの内訳

図 4: Pattern Bの内訳

表 2: 言語間リンクの各パターン数

パターン
A B C D E

英

7,099

(2.08%)

9,200

(2.70%)

317,971

(93.23%)
331

(0.10%)
6446

(1.89%)

日

14,508

(4.79%)

4,697

(1.55%)

278,281

(91.85%)
271

(0.09%)

5,208

(1.72%)

中

16,356

(7.88%)

3,303

(1.59%)

183,958

(88.68%)

1,605

(0.77%)

2,218

(1.07%)

韓

3,517

(2.87%)
661

(0.54%)

114,910

(93.84%)
435

(0.36%)

2,934

(2.40%)

図 5: 言語間リンクの可視化

‘コンピュータゲーム’を入力語として，各言語への対

訳と，同義語として ‘パソコンゲーム’が，また英語の

同義語として ‘Video game’が得られた。

4 おわりに

本稿では，言語間リンクの接続状態と各割合を示し

た。今後の課題として，実際の検索キーワードを言語

間リンクで対訳する調査があげられる。
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